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研究成果の概要（和文）：本研究は、アフリカ・アジア（日本を含む）の中学生を対象にして、子どもの自尊心の形成
過程、「いじめ」との関連性および学校教育への影響を検証することを目的としたものである。とくに、いじめの加害
者側および被害者側の自尊心について男女差や国際比較で差がみられるかどうかを検証した。結果、調査国すべてで男
子の方がいじめの加担者になる場合も被害者になる場合も多かった。また、多くの国でいじめに関わっている（加害・
被害含めて）生徒の方が、いじめに関わっていない生徒より自尊心が低かった。

研究成果の概要（英文）：The major purpose of this study is to understand how student self-esteem has been 
promoted at school and how it relates to bullying or being bullied in African and Asian countries, 
including Japan. Specifically, the study compares whether there are differences between genders or among 
countries. Male students were found to be more likely to have bullied or been bullied than female 
students across countries. In all countries, self-esteem was also found to be higher for students who 
were not exposed to bullying compared to those who were.

研究分野：教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、自尊心、幸福感や QOL（人生の質）
などの研究からも、自尊心が高まると幸福
感や人生満足度が増すことが実証されてい
る（Oishi 2000; 子安ほか 2012）。しかし、
幸福感研究は大学生以上の大人を対象とし
たものがほとんどで、子どもに注目した比
較研究は限られている（UNICEF 2007; 櫻井
2009）。従って、最も多感な時期とされる中
学生（原ほか 2006）の自尊心の持つ意味の
多面的な検証は喫緊の課題である。 
また、日本で近年、社会問題化している
いじめや子どものストレスの問題は先進諸
国だけの課題ではない。「2015 年までに良
質な初等教育の完全普及（EFA）」の取り組
みで、最貧地域であるサハラ以南のアフリ
カでも初等教育が普及した。その反面、た
とえばケニアでは、学校教育は試験勉強中
心と変容し（澤村 2012）、いじめも散見さ
れている（櫻井インタビュー 2011）。一方、
途上国の多くの子どもたちは先進国では否
定される労働から「自尊心」を得ているこ
とも多い（Liebel 2003）。そもそも「自尊
心」とはどのように形成されるのか。 
学校文化に影響を及ぼす諸要因について
は、生徒文化論から見た教育学の研究が
多々行われている（c.f. 耳塚 1980）。しか
し、生徒の心理面（特に自尊感情）から見
た、知・徳・体の「生きる力」や学校文化
への影響に関しての研究はほとんどなされ
ていない。従って本研究では途上国との比
較から「自尊心」の持つ今日的な意義を明
らかにする。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、子どもの「自尊心」に注目し、
その形成過程と影響を検証し、異なる社会
での共通点と非共通点を分析しその与える
意味を検証するものである。特に、アフリ
カ・アジアの事例から子どもの自尊心の形
成過程と「いじめ」や家庭・地域との関係
性や、学校教育への影響を検証する。本研
究は、比較教育・教育開発・心理学の融合
研究であり、特に、以下３点を研究骨子と
する。 
 
（１） 途上国と先進国の様々な社会にお
いて、子どもの自尊心が培われる背
景・要因は何か。 

（２） 自尊心は「いじめ」にどう影響する
のか。男女差はあるのか。国ごとに
違いはあるのか。 

（３） 自尊心は、学校や勉強、友達、家庭
や地域などと関係があるのか。 

 
３．研究の方法 

本研究では、主にアフリカ（ケニア）・ア

ジア（ブータン・日本）の初等・前期中等

学校において、子どもの自尊心といじめの

関係、家庭や地域とどのような関連性があ

るかを、質問紙調査（悉皆調査）とインタ

ビューを中心に調査する。結果は統計分析

する。 

（２）管理職を含めた教員には、子どもの

自尊心を育むことと「生きる力」や「いじ

め」の関連性について、生徒の質問紙調査

の結果を踏まえて、個別にインタビューを

行う。 

 
４．研究成果 
 本研究は中学生の子どもたちの自尊感情
について、その形成過程や家庭・地域の影響、
そして、いじめとの関連性について検証する
国際比較教育調査である。本来、ブータン・
ケニア・日本の 3カ国での調査を予定してい
たが、メキシコでも一部パイロット調査を行
うことができた。以下に調査結果の要旨を述
べる。 
 まず、いじめについては、いじめの加害・
被害ともに男子の方が女子より経験値が高
かった。これは、多くの文献が示している結
果と同じであり、本研究でも、おおむねどの
国でも男子の方がいじめの加害・被害の経験
値が高かった。また、いじめの加害者は被害
者にもなる可能性が高く（中程度の正の相関
あり）、その逆も同じであること、これもど
の国でも同じ結果（有意な相関）が見られた。 
「友達」関係が良好なことは、「学校」が
楽しいと思えることに有意に影響しており、
中学生の子どもたちにとって友達関係が大
切なことが本研究のすべての国で明らかに
なった。 
ケニアやブータンにおいては、「（生徒が）
労働（時に、お手伝い）に対して誇りを持つ
こと」は、生徒自身の自尊感情に肯定的な影
響があった。 
 日本では、地方政令都市にある公立中学校
において複数年に渡り2回調査を行うことが
できた。特筆すべき事項としては、以下の４
点がある。 
 
（１） いじめの被害者および加害者は、い
じめに関係していない生徒よりも自
尊心が低かった。これは、いじめる
側の子どもの自尊心が高いとした本
間（2003）の結果とは異なる結果と
なった。2度の調査ともに同様の結果
であった。 

（２） 女子の方が男子よりも自尊心に対す
る自己評価は低いものの、家庭や友
達に対する満足度が高かった。これ
も、2回の調査で同じ結果であった。 

（３） 生徒の自尊心に最も強い影響を与え



るものは「勉強（が好きで、授業が
良く分かる）」であった。その次が、
「家庭」であった。これは、男女と
もに同じで、さらに 2 度の調査で同
じ結果であった。 

（４） さらに家庭環境（「家に 50 冊以上の
本や地図などがあるか」）による「勉
強（項目）」への影響と「たいてい朝
ごはんを食べてから登校するか」と、
「夕ご飯をたいてい家族と食べるか
どうか」、という点が、「家庭幸福」
や「自尊心」にどう影響するか調べ
た。結果はすべて有意で、50 冊以上
本がある家庭の子どもは、50 冊未満
しか本などが家庭にない子どもたち
より、勉強に対する満足度が有意に
高かった。また、「朝ごはんをたいて
い食べてから登校する生徒」、そして
「夕ご飯をたいてい家族と食べる生
徒」は、そうでない生徒より有意に
「家庭」に関する満足度が高く、ま
た、自尊感情も高かった。 

 
本研究では主にアフリカ・アジアの中学生
を対象に、自尊感情といじめの関係、そして
家庭や学校地域の影響を検証し、いじめと自
尊心が深く関連づけられていること、また、
中学生の自尊心には「勉強（に自信を持てる
こと）」や、「家庭」の影響、「友達」の影響
が大きいことを、どの国でも明らかにした。
また、いじめには、加害であろうと被害であ
ろうと関わる子どもたちの自尊心が、関わら
ない子どもたちの自尊心より低いことも検
証できた。今後は、自尊心が高いとどのよう
な向社会的な影響があるか、など、国際比較
をしながら考えたい。 
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